
「学都仙台」―― その"学都"観をさぐる―― (その1)

言語: Japanese

出版者: 

公開日: 2018-02-06

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 中川, 正人

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

https://tohoku-gakuin.repo.nii.ac.jp/records/24022URL



東
北
文
化
研
究
所
紀
要
　

第
四
十
九
号
　

二
〇
一
七
年
十
二
月

は
じ
め
に

　

高
木
博
志
氏
は
、『
京
都
の
歴
史
を
歩
く
』（
岩
波
新
書
　

二
〇
一
六
年
）
の

な
か
で
、「
学
都
と
は
、
多
分
に
お
国
自
慢
に
も
と
づ
く
、
都
市
の
自
己
表
象

で
あ
る
。
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
高
揚
す
る
日
清
・
日
露
戦
争
を
へ
た
二
〇
世
紀

に
入
っ
て
、
郷
土
愛
の
喧
伝
や
地
方
利
益
の
導
入
が
あ
た
り
ま
え
と
な
り
各
地

の
都
市
が
表
明
し
た
も
の
で
あ
っ
た
」
と
、
述
べ
て
い
る

（
注
⒈
）。

　

高
木
氏
が
、
「
学
都
」
を
「
都
市
の
自
己
表
象
」
と
捉
え
る
こ
と
は
理
解
で

き
る
が
、
①
「
多
分
に
お
国
自
慢
に
も
と
づ
く
」
と
さ
れ
る
前
提
条
件
や
、
②

「
日
清
・
日
露
戦
争
を
へ
た
二
〇
世
紀
に
入
っ
て
、
各
地
の
都
市
が
表
明
し
た

も
の
で
あ
っ
た
」
と
言
明
さ
れ
る
こ
と
は
納
得
で
き
な
い
。
こ
れ
ら
の
二
点
に

つ
い
て
、「
学
都
」
を
呼
称
す
る
と
い
わ
れ
る
各
都
市
に
関
す
る
研
究
で
、
具

体
的
な
資
料
に
基
づ
く
検
証
は
な
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
筆
者
の
率
直
な

疑
問
で
あ
り
、
本
稿
を
執
筆
す
る
動
機
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

　

「
学
都
」
や
「
学
都
仙
台
」
の
呼
称
（
別
称
・
名
称
）
は
、
後
述
す
る
よ
う

に
、
昭
和
前
期
以
降
、
仙
台
市
が
「
近
代
都
市
・
仙
台
の
未
来
像
」
構
築
を
具

現
化
す
る
計
画
を
作
成
し
、
市
民
に
重
点
施
策
を
伝
え
る
さ
い
に
、『
市
公
報
』

な
ど
に
明
記
さ
れ
て
き
た
。
た
と
え
ば
、
昨
年
度
も
、
仙
台
市
は
、『
仙
台
市

政
だ
よ
り
（
二
〇
一
六
年
四
月
）
』
で
、「
政
策
重
点
化
方
針
二
〇
二
〇
」
の
重

点
政
策
の
一
つ
に
「
学
び
を
多
彩
な
活
力
に
つ
な
げ
る
都
市
づ
く
り
」
を
あ
げ
、

「
学
都
の
推
進
と
教
育
環
境
の
整
備
」
と
し
て
「
学
都
仙
台
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

の
運
営
支
援
な
ど
に
よ
り
、
地
域
や
市
民
に
大
学
等
の
知
的
資
源
を
還
元
す
る

学
都
を
目
指
し
ま
す
」
と
報
じ
て
い
る
。

　

し
か
し
、「
学
都
」
や
「
学
都
仙
台
」
の
呼
称
（
以
下
、
呼
称
を
略
す
場
合

も
あ
る
）
を
、
現
在
、
仙
台
市
民
が
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
に
つ
い
て

は
、
具
体
的
に
把
握
で
き
て
い
な
い
。
二
〇
〇
一
年
（
平
成
一
三
）
度
に
仙
台

都
市
総
合
研
究
機
構
で
実
施
し
た
仙
台
市
民
意
識
調
査
（
仙
台
市
に
居
住
す
る

二
十
歳
以
上
の
男
女
一
万
人
を
無
作
為
抽
出
、
有
効
回
収
率
五
六
％
）
に
よ
れ

ば
、
仙
台
の
都
市
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
、
六
つ
の
都
市
像
か
ら
二
つ
選
択
す
る

方
法
で
質
問
し
た
と
こ
ろ
、「
杜
の
都
（
五
六
・
五
％
）」「
東
北
の
中
枢
都
市
（
五

二
・
〇
％
）」
は
、
五
割
を
超
え
た
が
、
そ
の
他
の
項
目
は
、「
歴
史
・
文
化
に

恵
ま
れ
た
都
市
（
一
三
・
八
％
）
」
「
一
〇
〇
万
都
市
（
一
二
・
二
％
）」「
学
都

（
一
〇
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
）」「
環
境
都
市
（
七
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
）」
で
、
一

「
学
都
仙
台
」
　
　

そ
の
〝
学
都
〟
観
を
さ
ぐ
る
　
　

（
そ
の
一
）

中
　

川
　

正
　

人
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「
学
都
仙
台
」
　
　

そ
の
〝
学
都
〟
観
を
さ
ぐ
る
　
　

（
そ
の
一
）

割
程
度
と
低
い
。「
学
都
」
が
、
仙
台
の
都
市
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
広
く
市
民
に

認
知
さ
れ
て
い
な
い
状
況
を
確
認
で
き
る
。
年
代
が
高
い
ほ
ど
「
学
都
」
の
認

知
度
が
高
く
、
二
〇
代
で
は
五
・
一
％
で
あ
る
が
、
七
〇
代
以
上
で
は
一
八
・

五
％
で
あ
っ
た

（
注
⒉
）。

こ
の
よ
う
な
市
民
の
認
知
状
況
は
、
そ
の
後
も
、
大
き
な
変

化
を
生
じ
て
い
な
い
と
推
測
で
き
る
。

　

ま
た
、
仙
台
市
役
所
自
体
が
、「
学
都
」
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
、

市
民
向
け
「
公
報
」
資
料
か
ら
は
確
認
で
き
な
い
。
仙
台
市
は
、「
学
都
」
の

呼
称
を
不
明
確
な
定
義
づ
け
の
ま
ま
使
用
し
、
発
信
を
続
け
て
い
る
。

　

い
か
な
る
都
市
を
「
学
都
」
と
見
な
す
の
か
、
そ
の
現
代
的
意
義
の
分
析
と

確
認
は
当
然
必
要
で
あ
る
が
、「
学
都
」
の
歴
史
的
特
性
を
把
握
す
る
こ
と
も

欠
か
せ
な
い
。
明
治
末
期
以
降
、
「
学
都
」
は
「
杜
の
都
」
の
呼
称
（
以
下
、

呼
称
を
略
す
場
合
も
あ
る
）
と
と
も
に
、
近
代
都
市
・
仙
台
を
論
じ
る
キ
ー

ワ
ー
ド
と
し
て
用
い
ら
れ
て
き
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
、「
学
都
」

の
呼
称
を
使
用
し
た
具
体
的
な
資
料
を
時
系
列
に
並
べ
て
目
を
通
し
て
み
る

と
、
異
な
っ
た
意
味
づ
け
に
よ
っ
て
、
表
記
・
論
述
さ
れ
て
い
る
。

　

現
在
、「
学
都
」
を
都
市
の
特
性
と
し
て
研
究
対
象
と
な
っ
て
い
る
の
は
、

仙
台
・
金
沢
・
松
本
・
岡
山
・
広
島
・
福
岡
・
熊
本
な
ど
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら

の
都
市
の
自
治
体
史
（
市
史
）
で
、「
学
都
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
節
や
項
目
を

設
け
て
論
述
し
て
い
る
の
は
、
仙
台
の
み
で
あ
る
。
そ
の
他
の
都
市
の
自
治
体

史
で
は
、「
学
都
で
あ
る
」
と
の
記
述
は
あ
る
が
、「
そ
の
都
市
で
、
い
つ
ご
ろ

か
ら
学
都
の
呼
称
が
誕
生
し
た
の
か
」「
学
都
の
呼
称
が
い
つ
、
ど
の
よ
う
な

意
味
づ
け
で
使
用
さ
れ
て
い
た
の
か
、
意
味
づ
け
に
変
化
は
な
か
っ
た
の
か
」

「
そ
れ
を
裏
づ
け
る
具
体
的
な
資
料
を
確
認
で
き
る
の
か
」
な
ど
に
つ
い
て
は
、

管
見
す
る
と
こ
ろ
筆
者
に
は
把
握
で
き
な
い
。
ま
た
、「
学
都
」
の
呼
称
に
関

す
る
市
民
（
地
域
住
民
）
の
意
識
に
つ
い
て
も
、
明
ら
か
で
は
な
い
。

　

い
か
な
る
都
市
を
「
学
都
」
と
見
な
す
の
か
、
本
稿
を
論
述
す
る
前
提
と
し

て
確
認
し
て
置
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、「
学
都
」
に
関
す
る
先

行
研
究
で
は
、
自
明
の
よ
う
に
使
用
さ
れ
て
い
る
「
学
都
」
の
定
義
づ
け
の
検

討
や
、
具
体
的
な
資
料
を
明
示
し
て
の
検
証
は
、
極
め
て
少
な
い
と
感
じ
ら
れ

る
。
因
み
に
、
漢
和
辞
典
や
国
語
辞
典
な
ど
に
「
学
都
」
が
掲
載
さ
れ
る
の
は
、

一
九
五
五
年
（
昭
和
三
〇
）
発
行
の
『
広
辞
苑
』
（
新
村
出
編
　

岩
波
書
店
）

が
最
初
で
あ
ろ
う
。「
学
都
」
は
「
学
校
が
多
い
都
市
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。

　

谷
村
宗
生
氏
は
、
「
学
都
」
を
高
等
中
学
校
（
の
ち
の
高
等
学
校
）
に
代
表

さ
れ
る
官
立
の
高
等
教
育
機
関
が
設
置
さ
れ
て
い
る
「
学
問
お
よ
び
教
育
の
中

核
都
市
」
と
定
義
づ
け
ら
れ

（
注
⒊
）、

現
在
、
こ
の
定
義
づ
け
を
前
提
に
し
て
地
方
都

市
「
学
都
」
の
研
究
が
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。

　

「
学
都
」
の
定
義
づ
け
に
関
し
て
は
、
先
行
研
究
者
が
大
事
に
し
て
き
た
「
基

本
概
念
（
抽
象
）
の
吟
味
は
、
で
き
る
だ
け
資
料
（
具
体
）
の
側
に
身
を
置
い

て
繰
り
返
し
丁
寧
に
行
う
」
と
い
う
姿
勢
を
継
承
し
た
い
。「
学
都
」「
学
都
仙

台
」
の
呼
称
の
検
証
も
、
そ
の
「
具
体
」
の
把
握
に
努
め
た
い
。

　

仙
台
は
、「
学
都
」
や
「
学
都
仙
台
」
の
呼
称
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

数
あ
る
地
方
都
市
の
中
で
、
あ
る
種
特
別
の
イ
メ
ー
ジ
で
、
全
国
的
に
も
、
仙

台
市
民
の
な
か
で
も
、
語
ら
れ
記
録
さ
れ
て
き
た
都
市
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。

現
在
、
地
方
都
市
の
な
か
で
「
学
都
」
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
金
沢
・
松
本
・

岡
山
・
広
島
・
福
岡
・
熊
本
に
つ
い
て
、
仙
台
と
の
同
異
性
を
具
体
的
に
検
証

す
る
必
要
が
あ
る
。
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東
北
文
化
研
究
所
紀
要
　

第
四
十
九
号
　

二
〇
一
七
年
十
二
月

　

本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
私
見
に
基
づ
き
、「
学
都
」「
学
都
仙
台
」
の
呼
称
を
、

「
仙
台
の
地
で
、
い
つ
ご
ろ
、
ど
の
よ
う
な
人
が
、
ど
の
よ
う
な
場
面
で
、
ど

の
よ
う
な
意
味
づ
け
の
も
と
に
、
ど
の
よ
う
に
論
じ
て
き
た
の
か
と
い
う
こ

と
」
、
い
い
か
え
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
「
学
都
」
観
を
も
っ
て
論
述
し
て
き
た

の
か
を
、
具
体
的
な
資
料
に
基
づ
い
て
さ
ぐ
っ
て
み
る
。

　

以
下
、「
学
都
」
や
「
学
都
仙
台
」
の
呼
称
の
誕
生
、「
学
都
」「
学
都
仙
台
」

の
概
念
（
認
識
内
容
）
が
形
成
さ
れ
て
い
く
要
因
と
経
緯
、
そ
の
歴
史
的
背
景

に
つ
い
て
、
左
記
の
予
定
目
次
に
そ
っ
て
、
二
回
に
分
け
考
察
す
る
。

　
　

①
、
先
行
研
究
に
つ
い
て

　
　

②
、「
学
都
」「
学
都
仙
台
」
の
呼
称
の
具
体
的
な
使
用
事
例

　
　

③
、
仙
台
以
外
の
都
市
に
関
す
る
「
学
都
」
の
呼
称
事
例

　
　

④
、
第
二
高
等
学
校
生
徒
の
「
学
都
た
ら
し
め
よ
」
論

　
　

⑤
、
仙
台
市
長
早
川
智
寛
の
「
教
育
地
仙
台
」
論

　
　

⑥
、「
学
都
」「
教
育
地
」
の
意
味
づ
け

　
　

⑦
、
大
正
期
の
「
学
都
」
論

　
　
　
　

「
学
都
」
の
呼
称
の
普
及

　
　
　
　

具
体
的
な
「
学
都
」
像
の
模
索
　

　
　

⑧
、
昭
和
前
期
（
戦
前
・
戦
中
）
の
「
学
都
」
論

　
　
　
　

「
東
北
の
学
都
仙
台
」
か
ら
「
学
都
仙
台
」
へ

　
　
　
　

「
教
育
都
市
」「
大
学
園
」
の
呼
称

　
　
　
　

仙
台
市
長
渋
谷
徳
三
郎
と
仙
台
教
育
研
究
所

一
、
先
行
研
究
に
つ
い
て

　

「
杜
の
都
」
「
杜
の
都
仙
台
」
は
、「
学
都
」「
学
都
仙
台
」
と
と
も
に
仙
台

の
呼
称
で
、
数
あ
る
都
市
に
つ
い
て
の
呼
称
の
な
か
で
、
現
在
も
全
国
的
に
認

知
さ
れ
て
い
る
。

　

「
杜
の
都
」
の
呼
称
に
関
し
て
は
、
小
林
清
治
氏
が
一
九
五
八
年
（
昭
和
三

三
）
に
『
仙
臺
郷
土
研
究
　

第
十
八
巻
第
一
号

（
注
⒋
）』

で
「
〝
杜
の
都
〟
の
形
成
と

終
末
」
と
題
し
て
論
じ
て
い
る
。
小
林
氏
は
、「
杜
の
都
」
の
呼
称
を
「
都
市

と
し
て
の
仙
台
の
個
性
」
と
し
て
捉
え
、
呼
称
の
由
来
と
実
体
の
解
明
に
取
り

組
ま
れ
た
。
そ
の
な
か
で
、
①
戊
辰
戦
争
の
の
ち
、「
白
河
以
北
一
山
百
文
」

す
な
わ
ち
東
北
地
方
の
「
沈
滞
」
の
反
映
と
し
て
の
「
東
北
の
首
都
・
仙
台
」

の
意
識
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
、
②
具
体
的
に
は
、
そ
の
「
東
北
の
首
都
・
仙

台
」
が
、
産
業
都
市
す
な
わ
ち
近
代
都
市
的
性
格
を
帯
び
る
こ
と
な
く
政
治
都

市
・
軍
都
・
学
都
た
る
性
格
に
と
ど
ま
り
、
近
代
都
市
化
の
大
き
く
遅
れ
た
典

型
的
な
存
在
で
あ
る
と
の
認
識
が
地
域
社
会
に
あ
る
こ
と
、
③
「
杜
の
都
」
の

呼
称
の
誕
生
は
、
仙
台
の
近
代
都
市
化
へ
の
課
題
を
模
索
す
る
時
期
と
重
な
っ

て
い
る
こ
と
、
④
「
杜
の
都
」
の
呼
称
は
、
仙
台
の
市
街
の
現
象
面
を
あ
ら
わ

す
に
と
ど
ま
ら
ず
、
都
市
仙
台
の
本
質
に
ま
で
及
ぶ
、
き
わ
め
て
深
い
含
蓄
を

も
っ
て
い
る
こ
と
、
こ
れ
ら
を
ふ
ま
え
て
具
体
的
な
実
体
の
検
証
に
取
り
組
む

意
義
を
提
起
さ
れ
た
。
小
林
氏
が
提
示
し
た
観
点
は
、「
学
都
」「
学
都
仙
台
」

の
呼
称
の
由
来
と
実
体
を
明
ら
か
に
す
る
取
り
組
み
で
も
、
継
承
す
べ
き
で
あ

る
と
考
え
る
。
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「
学
都
仙
台
」
　
　

そ
の
〝
学
都
〟
観
を
さ
ぐ
る
　
　

（
そ
の
一
）

　

「
杜
の
都
」「
杜
の
都
仙
台
」
に
関
し
て
は
、
そ
の
後
、
和
泉
浩
氏
、
武
田

篤
志
氏
、
菊
池
慶
子
氏
な
ど
の
研
究

（
注
⒌
）に

よ
っ
て
、
呼
称
の
由
来
と
実
体
に
つ
い

て
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
。
三
氏
と
も
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
確
認
で
き
る
「
学
都
」

「
学
都
仙
台
」
の
呼
称
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
も
論
述
し
て
い
る
。
菊
池
慶
子

氏
は
、
①
「
杜
の
都
」
は
地
元
仙
台
か
ら
生
ま
れ
た
名
称
で
、
仙
台
を
形
象
す

る
最
も
ふ
さ
わ
し
い
呼
称
で
あ
る
こ
と
、
②
学
び
の
場
に
ふ
さ
わ
し
い
都
市
と

し
て
「
杜
の
都
」
と
「
学
都
」
の
呼
称
を
一
体
的
に
浸
透
さ
せ
て
い
っ
た
こ
と

を
、
指
摘
し
て
い
る
。

　

ま
た
、「
軍
都
」「
軍
都
仙
台
」
の
呼
称
に
関
し
て
も
、
一
戸
富
士
雄
氏
、
佐

藤
雅
也
氏
、
中
武
敏
彦
氏
な
ど
の
研
究
に
よ
っ
て
、
呼
称
の
由
来
と
実
体
に
つ

い
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る

（
注
⒍
）。

　

「
学
都
」「
学
都
仙
台
」
の
呼
称
に
関
す
る
研
究
が
始
ま
る
契
機
と
な
っ
た

の
は
、
一
九
九
三
年
（
平
成
五
）
に
『
市
史
せ
ん
だ
い
　

第
三
号
』（
特
集
　

座
談
会
「
学
都
仙
台
を
考
え
る

（
注
⒎
）」

）
が
、
「
学
都
」
「
学
都
仙
台
」
に
関
す
る
具

体
的
な
検
討
の
必
要
性
を
提
起
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
①
「
学
都
仙

台
」
の
呼
称
が
い
つ
生
ま
れ
た
の
か
、
②
仙
台
市
民
が
い
つ
頃
か
ら
「
学
都
」

を
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
、
③
「
学
都
仙
台
」
と
第
二
高
等
学
校
誕
生

の
か
か
わ
り
、
④
戊
辰
戦
争
後
の
仙
台
市
民
の
い
わ
ゆ
る
「
東
北
意
識
」
の
存

在
と
の
か
か
わ
り
、
⑤
仙
台
が
教
育
に
熱
心
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
、

「
学
都
」
の
呼
称
は
生
ま
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
、
⑥
明
治
末
期
に
、「
学
都
」

の
呼
称
を
使
わ
ず
に
、「
教
育
地
」
の
呼
称
を
使
っ
て
仙
台
を
論
じ
た
仙
台
市

長
早
川
智
寛
を
大
村
栄
氏
が
紹
介
し
、「
学
都
仙
台
」
を
解
明
す
る
一
つ
の
手

が
か
り
で
あ
る
と
述
べ

（
注
⒏
）、

早
川
智
寛
が
「
学
都
仙
台
」
に
か
け
た
夢
や
、
昭
和

前
期
の
仙
台
市
長
渋
谷
徳
三
郎
と
彼
の
も
と
で
仙
台
市
教
育
研
究
所
所
長
を
務

め
た
及
川
平
治
が
求
め
続
け
た
教
育
理
想
を
、
新
し
い
視
点
か
ら
考
え
て
み
る

こ
と
の
重
要
性
を
指
摘
、
⑦
さ
ら
に
、
キ
リ
ス
ト
系
私
立
学
校
な
ど
高
等
教
育

機
関
の
存
在
や
、
東
北
帝
国
大
学
が
教
員
や
市
民
向
け
に
公
開
講
座
を
実
施
し

て
い
た
こ
と
、
⑧
一
般
に
、
大
学
と
か
専
門
学
校
と
い
う
よ
う
な
高
等
教
育
機

関
だ
け
を
考
え
て
、
仙
台
を
「
学
都
」
と
理
解
し
が
ち
で
あ
る
が
、
初
等
教
育

の
基
礎
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
「
学
都
」
が
で
き
あ
が
る
こ
と
な
ど
、「
学
都
」「
学

都
仙
台
」
の
実
体
の
解
明
へ
の
具
体
的
な
課
題
が
提
起
さ
れ
た
。

　

「
学
都
」「
学
都
仙
台
」
に
関
す
る
本
格
的
な
研
究
が
始
ま
る
の
は
、「
講
座

仙
台
学
２
０
０
５
　

学
都
。
そ
の
過
去
・
現
在
・
未
来
　

」
が
開
催
さ
れ
、
在

仙
の
大
学
研
究
者
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
視
点
か
ら
、
∧
仙
台
の
都
市
と
し
て

の
個
性
、
魅
力
で
あ
る
「
学
都
」∨
を
多
彩
な
学
問
分
野
で
追
究
し
、
そ
の
研

究
成
果
を
市
民
講
座
で
公
開
し
た
頃
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
の
講
座
の
報
告
で
は
、
と
く
に
難
波
信
雄
氏
と
菊
池
慶
子
氏
の
研
究
に
学

ぶ
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た

（
注
⒐
）。

難
波
信
雄
氏
は
、「
学
都
」
を
考
え
る
視
点
と
し
て
、

①
仙
台
が
東
北
の
高
等
教
育
機
関
の
中
枢
都
市
で
あ
っ
た
こ
と
（
代
表
的
な
指

標
と
し
て
第
二
高
等
学
校
、
東
北
帝
国
大
学
の
創
立
）、
②
仙
台
が
自
ら
生
み

出
し
て
い
っ
た
具
体
的
な
学
習
の
場
の
広
が
り
か
ら
ど
ん
な
特
徴
が
み
え
る
か

（
私
塾
、
公
私
立
の
教
育
機
関
―
学
校
・
幼
稚
園
・
育
児
院
・
夜
学
・
そ
の
他

の
支
援
組
織
、
児
童
文
化
運
動
、
社
会
教
育
な
ど
）、
③
都
市
化
の
動
き
と
ど

ん
な
関
わ
り
が
あ
る
の
か
、
な
ど
を
提
示
し
、「
学
都
仙
台
」
の
歴
史
的
実
体

の
検
証
の
必
要
性
を
強
調
さ
れ
た
。
③
の
指
摘
は
、
小
林
清
治
氏
の
観
点
と
重

な
る
も
の
で
あ
る
。
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東
北
文
化
研
究
所
紀
要
　

第
四
十
九
号
　

二
〇
一
七
年
十
二
月

　

菊
池
慶
子
氏
は
、〝「
学
都
」
と
し
て
の
都
市
形
成
〟
の
視
点
か
ら
、
①
「
学

都
」
の
名
称
の
登
場
と
ひ
ろ
が
り
、
②
「
学
都
」
の
環
境
と
し
て
の
「
杜
の
都
」

に
つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。

　

最
近
で
は
、
仙
台
市
歴
史
民
俗
資
料
館
「
学
都
仙
台
と
杜
の
都
」
講
座
で
報

告
さ
れ
た
一
戸
富
士
雄
氏
と
菊
池
慶
子
氏
の
研
究
が
興
味
深
い

（
注
⒑
）。

一
戸
富
士
雄

氏
は
、「
学
都
」
の
定
義
づ
け
が
あ
い
ま
い
な
ま
ま
に
、
論
述
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
指
摘
し
、
各
種
の
国
語
辞
典
の
定
義
づ
け
を
分
析
・
類
型
化
さ
れ
、「
学

都
」
を
「
学
校
、
特
に
大
学
を
中
心
と
し
て
成
立
し
て
い
る
都
市
」
と
す
る
定

義
づ
け
に
注
目
さ
れ
、
さ
ら
に
、
現
在
、「
学
都
の
中
核
が
大
学
で
あ
る
と
規

定
す
る
」
論
述
が
目
に
つ
く
と
指
摘
さ
れ
た
。
そ
の
う
え
で
、「
学
都
仙
台
」

論
の
歴
史
を
、
①
旧
制
第
二
高
等
学
校
生
徒
の
新
入
生
や
仙
台
市
民
へ
の
檄

文
、
②
地
元
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
「
学
都
仙
台
」
論
の
登
場
と
市
民
へ
の
喚
起
、

③
東
北
帝
大
の
総
合
化
に
よ
る
市
民
の
「
学
都
仙
台
」
意
識
の
定
着
、
の
三
つ

の
視
点
か
ら
論
じ
ら
れ
、
従
来
の
「
学
都
仙
台
」
に
関
す
る
認
識
の
通
俗
性(

非

実
証
的
な
情
緒
論
）
を
指
摘
し
、
丁
寧
に
「
学
都
」
論
を
検
証
す
る
必
要
性
を

強
調
さ
れ
た
。
そ
の
う
え
で
、「
帝
国
大
学
と
し
て
の
東
北
帝
大
が
、
学
都
仙

台
の
中
核
的
存
在
の
根
本
性
格
を
も
っ
て
い
た
こ
と
」
を
柱
に
、
そ
の
歴
史
的

な
実
像
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
た
。

　

菊
池
慶
子
氏
は
、「
杜
の
都
仙
台
」
を
論
じ
る
な
か
で
、「
学
都
」
の
呼
称
が

誕
生
す
る
経
緯
と
、「
学
都
仙
台
」
の
「
学
都
」
の
実
像
に
つ
い
て
ふ
れ
ら
れ
、

『
仙
台
』（
小
倉
博
著
　

大
正
一
三
）
の
記
述
「
学
都
　

学
校
の
種
類
に
於
て
、

逐
年
盛
況
を
呈
し
、
現
今
に
於
て
は
最
高
学
府
た
る
帝
国
大
学
を
始
め
、
教
育

機
関
の
具
っ
て
ゐ
る
こ
と
全
国
稀
に
見
る
所
で
あ
ろ
う
」
を
引
用
し
、
多
様
な

教
育
機
関
（
大
学
・
高
等
専
門
学
校
・
中
等
学
校
・
専
修
学
校
・
小
学
校
・
幼

稚
園
）
が
充
実
し
て
い
る
こ
と
と
捉
え
、
と
く
に
私
塾
・
私
立
学
校
の
存
在
と

幅
広
い
女
子
教
育
機
関
（
小
学
校
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
系
女
学
校
・
公
立
女
学
校
・

東
北
帝
大
女
子
学
生
・
裁
縫
学
校
な
ど
）
の
存
在
を
注
視
さ
れ
た
。

　

以
下
、
先
行
研
究
を
ふ
ま
え
て
、
明
治
末
期
・
大
正
期
・
昭
和
前
期
の
仙
台

で
、「
学
都
」「
学
都
仙
台
」
の
呼
称
が
ど
の
よ
う
に
誕
生
し
、
ど
の
よ
う
に
論

述
さ
れ
、
認
識
さ
れ
て
き
た
の
か
、
具
体
的
な
資
料
の
読
み
取
り
を
通
し
て
さ

ぐ
っ
て
み
る
。

二
、
「
学
都
」
「
学
都
仙
台
」
の
呼
称
の
具
体
的
な
使
用
事
例

　

第
二
高
等
学
校
生
徒
（
以
下
、
二
高
生
・
二
高
学
生
と
も
記
す
）
が
学
友
会

雑
誌
『
尚
志
会
雑
誌
　

六
七
号
』(

一
九
〇
五
年
　

明
治
三
八
年)

に
寄
稿
し
た

論
文
「
学
都
た
ら
し
め
よ
（
新
来
の
諸
君
を
迎
え
て
）」
は
、「
学
都
」
の
呼
称

に
関
す
る
基
本
的
な
資
料
で
、
現
時
点
で
、
仙
台
に
お
け
る
「
学
都
」
の
呼
称

の
初
見
と
確
認
さ
れ
て
い
る

（
注
⒒
）。

　

こ
の
論
文
に
関
し
て
、
東
北
大
学
史
料
館
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る

（
傍
線
は
筆
者
）。

　

◆ 

二
高
生
が
中
心
と
な
っ
て
市
内
の
他
の
学
生
や
市
民
を
感
化
し
、
仙
台
を

「
最
善
最
美
な
る
日
本
唯
一
の
学
都
」
た
ら
し
め
る
べ
き
だ
と
の
主
張
で

あ
る
。
明
治
後
期
の
社
会
変
化
の
中
、
高
等
学
校
や
専
門
学
校
に
学
ぶ
学

生
が
増
加
す
る
一
方
で
「
学
生
堕
落
論
」
が
世
評
を
賑
わ
し
、
ま
た
青
年

の
煩
悶
や
神
経
衰
弱
な
ど
が
社
会
問
題
と
も
な
っ
て
い
た
。
明
治
三
八
年
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「
学
都
仙
台
」
　
　

そ
の
〝
学
都
〟
観
を
さ
ぐ
る
　
　

（
そ
の
一
）

に
は
市
内
の
下
宿
等
に
寄
留
す
る
各
学
校
の
学
生
を
保
護
監
督
す
る
た
め

仙
台
市
教
育
会
が
「
学
生
保
護
部
」
を
設
け
た
。
「
学
都
た
ら
し
め
よ
」

で
は
、
こ
の
学
生
保
護
部
設
置
に
つ
い
て
「
学
生
の
恥
辱
此
上
な
し
」
と

述
べ
、
こ
の
よ
う
な
措
置
を
不
要
と
す
る
た
め
に
も
、
二
高
の
「
校
風
」

を
も
っ
て
仙
台
市
内
の
学
生
や
市
民
・
兵
士
を
感
化
し
、「
学
都
」
化
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
説
い
て
い
る
。「
学
都
」
と
い
う
語
は
、
仙
台
と

い
う
都
市
の
気
風
を
自
ら
担
わ
ん
と
す
る
二
高
生
の
プ
ラ
イ
ド
や
エ
リ
ー

ト
意
識
が
強
く
込
め
ら
れ
た
言
葉
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
「
学
都
」
の
語
は

そ
の
後
も
『
尚
志
会
雑
誌
』
に
繰
り
返
し
登
場
し
、
や
が
て
新
聞
紙
上
等

で
も
、「
教
育
地
」
の
語
と
入
れ
替
わ
る
よ
う
に
、「
学
都
」
の
語
が
使
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。

　

こ
の
論
文
に
つ
い
て
の
検
討
は
、
次
稿
で
テ
ー
マ
「
第
二
高
等
学
校
生
徒
の

「
学
都
た
ら
し
め
よ
」
論
」
を
設
け
て
取
り
組
む
が
、「
学
都
」
の
捉
え
方
（
傍

線
部
分
）
に
焦
点
を
あ
て
た
資
料
の
読
み
取
り
を
試
み
る
。

　

㈠
、
文
献
資
料
や
新
聞
記
事
に
記
載
さ
れ
た
「
学
都
」
の
呼
称

　

先
行
研
究
で
は
、
仙
台
の
特
性
（
個
性
）
の
一
つ
と
さ
れ
る
「
学
都
」
の
呼

称
は
、
時
間
軸
に
そ
っ
て
み
る
と
、「
教
育
地
」（
明
治
三
〇
年
）
→
「
学
府
」

→
「
学
都
」
（
明
治
三
八
年
）
と
い
う
経
緯
で
誕
生
し
た
と
報
告
さ
れ
て
い

る
（
注
⒓
）。

し
か
し
、
そ
の
誕
生
の
由
来
、
変
化
の
要
因
、
呼
称
の
意
味
づ
け
に
つ
い

て
は
、
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
ら
ず
、「
杜
の
都
」「
軍
都
」
の
由
来
や
定
義
づ
け

へ
の
取
り
組
み
に
比
べ
、
精
査
さ
れ
て
い
な
い
。

　

つ
ぎ
に
掲
載
す
る
表
１
・
２
・
３
は
、「
学
都
」
の
呼
称
が
初
見
さ
れ
た
明

治
末
期
か
ら
昭
和
前
期
ま
で
の
期
間
、「
学
都
」
に
か
か
わ
る
呼
称
が
ど
の
よ

う
に
使
用
さ
れ
て
き
た
の
か
、
そ
の
経
緯
や
特
徴
、「
学
都
」
の
概
念
（
認
識

内
容
）
な
ど
を
さ
ぐ
る
糸
口
を
得
る
た
め
に
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
表
１
で
、

「
学
都
」
以
外
に
「
杜
の
都
」「
軍
都
」「
東
北
の
仙
台
」
の
項
目
の
設
定
し
た

意
図
は
、
中
武
敏
彦
氏
と
和
泉
浩
氏
の
取
り
組
み
に
学
ん
で
い
る

（
注
⒔
）

。
な
お
、
公

開
さ
れ
て
い
る
『
河
北
新
報
』
記
事
は
大
正
初
期
部
分
が
欠
け
て
お
り
、
資
料

収
集
は
で
き
て
い
な
い
。

　

表
１
・
２
・
３
か
ら
、「
学
都
」
「
学
都
仙
台
」
に
関
し
て
、
確
認
で
き
る
特

徴
を
あ
げ
て
み
る
。

① 

時
間
軸
に
そ
っ
て
「
学
都
」
の
欄
を
追
っ
て
み
る
と
、
呼
称
が
変
化
す
る
い

く
つ
か
の
転
換
期
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
。
第
二
高
等
学
校
生
徒
に
よ
る

「
学
都
」
の
呼
称
の
発
信
以
降
も
、「
教
育
地
」
の
呼
称
が
大
正
初
期
ま
で

使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
と
く
に
、
教
育
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
る
教
育
者
の
論

文
が
、
そ
の
期
間
、
一
貫
し
て
「
教
育
地
」
を
記
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し

た
い
。
そ
の
背
景
に
は
、
後
述
す
る
仙
台
市
長
早
川
智
寛
に
代
表
さ
れ
る
「
教

育
地
仙
台
」
論
が
存
在
し
て
い
た
と
考
え
る
。

② 

「
学
府
」
の
呼
称
も
確
認
で
き
る
。「
学
府
」
の
本
来
の
意
は
、「
学
術
社
会

の
首
脳
、
す
な
わ
ち
、
そ
れ
に
関
係
す
る
す
べ
て
の
も
の
の
あ
つ
ま
る
処
」

（『
漢
和
大
字
典
』
明
治
三
六
年
　

三
省
堂
書
店
）
や
「
学
問
の
あ
つ
ま
る

と
こ
ろ
。
学
校
」（『
改
修
言
泉
』
大
正
一
〇
年
　

大
倉
書
店
）
で
あ
ろ
う
。

両
者
の
意
で
使
用
し
て
い
る
事
例
が
多
い
。
し
か
し
、「
学
府
」
の
「
府
」
は
、

「
人
家
多
く
物
資
の
あ
つ
ま
る
処
、
都
邑
」（『
漢
和
大
字
典
』
明
治
三
六
年
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【表１】 文献資料掲載の「学都・森の都・軍都」関係の呼称

発行年 文 献 名（編著者） 学　　都
（学府・教育地） 森（杜）の都 軍　　都 東北の仙台

明治38
（1905）

尚志会雑誌（67号）

（第二高等学校尚志会）

学都 × 兵都 仙都

明治40 尚志会雑誌（74号）

尚志会雑誌（76号）

松島志を李（荒川偉三郎）

仙松塩遊覧案内（今井清見）

日本唯一の学都

日本一の学都・教育の都

×

×

×

×

深林の都会

山河秀麗の仙台市

×

×

×

×

東北の大都仙台

×

東北唯一の都会

白河関外の一大都府

明治41 大東評論（１巻１号）（大東社）

大東評論（１巻５号）

教育地

教育地

×

×

×

×

×

×

明治42 仙台松島塩釜遊覧の栞（荒川偉三郎）

仙台新報（30号・38号）

（紳士之友改題　仙台新報社）

×

学府としての仙台

全国有数の学府

吾邦の学府

東北唯一の学府

森の都

×

×

×

東北一の都会

東北の首都

東北以北の大都会

明治43 仙台新報（42・44・45号） 本県は教育地

仙台は其の学府

東北の学府

森の都

林の市

× 東北の首都

明治44 仙台新報（54・56・57号）

仙台案内（大内励三）

教育地たる仙台市

東北の学園

×

森の都

×

×

東北の首都

東北の重鎮

東北の大都会

大正２
（1913）

松島大観（山下重民）

仙台案内（阿部兼雄）

教育地

全国有数の学府

森の都

×

×

×

東北一の大市

東北第一の都会

大正５ 仙台繁昌記（富田広重） 日本の学府 森の都・杜の都 × 東北一の都会

大正８ 高等学校受験秘訣（菊池朝彦・出口競） 学校市 × × ×

大正13 仙台松島塩釜大観（加藤勝寿）

仙台（小倉博・仙台市教育会）

学府・学都

学都

×

森の都

×

×

東北における一大都会

東北第一の都市

昭和３
（1928）

仙台遊覧の枝折（小山源蔵） 学都 森の都 × 東北一の大都会

昭和７ 宮城県郷土誌

（菊地勝之助・初等教育学会）

右尚会雑誌（46号）

（宮城県師範学校右尚会）

東北地方の学都

教育都市

東日本における

文教の府

森の都

×

軍隊の町

×

東北第一の都市

×

昭和８ 宮城県案内（鈴木清兵衛）

仙台市民読本（五橋高等小学校）

仙台郷土誌（全）（仙台市教育会）

我が仙台（仙台市教育会）

仙台市及市民（松本栄旦）

東北の学都

学都仙台

学都

学都・教育都市

精神の都会

森の都仙台市

×

×

森の都

×

×

軍都仙台

×

軍事の中心都市

×

東北文化の中心

日本有数の大都会

東北第一の都市

東北第一の都会

東北の冠たる都市

昭和10 仙台市民読本（全）（仙台市教育会） 学都仙台 森の都 軍都仙台 東北第一の大都市

昭和11 仙台案内（二階堂節治） 学都 × × 東北第一の都会

昭和12 宮城県郷土読本（日之巻・月之巻）

（宮城県教育会）

躍進宮城の教育界（第２輯）（土橋信一）

尚志（167号）（第二高等学校尚志会）

学都仙台

学都仙台

教育都市

森の都・杜の都

×

×

軍事中心の都市

×

×

東京以北におけ

る最大都市

×

×

昭和13
（1938）

仙台郷土誌要覧

（仙台陸軍幼年学校生徒集会所）

我国有数の学都 森ノ都 軍都仙台 東北第一ノ大都会
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【表２】 「教育雑誌」掲載の「仙台」に関する呼称（ゴシック体は筆者）

明治38（1905） 宮城県教育会雑誌（104号） 教育地

明治40（1907） 宮城県教育会雑誌（127号） 教育地

明治42（1909） 帝国教育（328号）

宮城県教育会雑誌（160号）

教育地

教育地

明治44（1911） 宮城県教育会雑誌（172号） 教育地

大正３（1914） 帝国教育（379号） 教育地としての仙台

東北の教育地

大正６（1917）

　

　

宮城教育（237号）

（宮城県教育会雑誌改題）

宮城教育（242号）

東北の学都

森の都或は学都

大正７（1918） 宮城教育（246号） 学府

大正８（1919） 宮城教育（258号） 森の都をして今やわが国の学都

大正９（1920）

　

　

宮城教育（270号）

宮城教育（273号）

宮城教育（275号）

天下の学府

東北学都

学都として誇る森の都

大正10（1921） 帝国教育（465号） 学都

【表３】 『河北新報』掲載の「教育地・学府・学都」に関する見出し

　　　　（一部に記事内容も含む、ゴシック体は筆者）

明治36年 ５月14日
（1903）

早川市長の学生取締諭告（東北の学府、教育する大市）

明治38年 ３月８・９日

 11月21日

教育地としての仙台（上・下）

有望なる仙台市（教育地）

明治39年 ２月15日

 ７月16日

 10月17日

 10月22日

 11月１日

 11月21日

 12月24日

堕落の仙台（教育地）

教育地としての仙台

教育地としての仙台（牧野文部大臣の談）

教育地と商工地（東北唯一の教育地）

絶好の教育地たる仙台（全国唯一の教育地）

仙台学生に告ぐ（最高学府の地、全国有数の教育地）

教育地としての責任

明治40年 １月21日

 ３月28日

 ８月25日

教育地の下宿屋（教育地、好個の学府）

退任せんとする早川市長（二）（教育地）

軍事教育と仙台（教育地）
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明治40年 ８月28日

 ８月30日

 ９月３日

 ９月18日

 12月20日

教育地としての仙台

教育地としての仙台

教育地としての仙台（教育地の条件）

学府としての設備

（歴史的東北の学府、東北における唯一の教育地）

学都と学会（学都たる仙台市民）

明治41年 ２月22日

 10月６日

 11月６日

東京人の見たる仙台（教育地）

教育地と競馬問題

当市の清韓留学生（教育地）

明治44年 10月25・

 26・27日

河北文壇　学都仙台

（学問の都市、森の都！学都！、天下の学都、学校によりて作

られたる仙台）

明治45年 １月21日

 ３月12日

教育地当面の問題

仙台市の教育観（教育地としての仙台市）

大正８年 １月９日
（1919） ６月23日

　

 ９月24日

 11月26日

高商問題に就て　仙台商業会議所会頭談（東北の学府）

仙台市経営策　森正隆県知事（学都）

仙台市経営策　藤崎三郎（助）（東北の学都、東北の学府）

東北の学都仙台にも女子大学を設けよ

宮城県を去るに臨みて　兒崎為槌談（天下の学都）

大正９年 ３月１日

 ７月31日

 ９月７日

予の大仙台観　東北学院長シュネーダー（教育地）

児童夏期体育の中止は東北学都の不面目

女子大学計画　県教育課長（仙台市を学都として充実）

大正10年 ３月２日

 ５月23日

 ６月16日

 10月15日

 10月27日

恐入った教育都市　教員増給費削減とは何事

学都の渇望を充たす夜間大学実現

二つの文化機関で漸く学都らしい仙台

天下に愧を曝す市教育会（東北唯一の教育都市）

市教育界革新の運動（教育都市）

大正15年 ５月４日

 10月６日

申し分ない学都　利用しない実業家　仙台人の覚醒が必要

学都仙台の地を親しく参観して　ハーバート大学教授談

昭和２年 ４月１日
（1927）

学都として必要な学生の寄宿舎

昭和３年 ４月４日 大仙台となるまで三百年の沿革（学都の称）

昭和４年 11月20日 学都仙台の面目維持　生れる校外組合

昭和６年 ７月22日 鳥が多い杜の都仙台　市民の二十分の一は官吏

（杜の都仙台は学都といはれてゐる）

昭和８年 ３月22日
（1933）

近代都市としての仙台市の再吟味

（尚絅女学校高等科生徒特集頁）（学生の町、学都）
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「
学
都
仙
台
」
　
　

そ
の
〝
学
都
〟
観
を
さ
ぐ
る
　
　

（
そ
の
一
）

三
省
堂
書
店
）
の
意
、
つ
ま
り
都
会
や
市
街
地
の
意
味
も
有
し
て
お
り
、「
学

府
」
と
「
学
都
」
を
同
義
語
と
し
て
使
用
し
て
い
た
と
読
み
取
れ
る
資
料
も

存
在
す
る
。
具
体
的
な
使
用
例
を
み
る
と
、
意
味
上
の
「
親
和
性
」
を
認
め

ざ
る
を
え
な
い
。
そ
う
し
た
実
相
も
見
落
と
せ
な
い
。

③ 

一
九
〇
七
年
（
明
治
四
〇
）
以
降
、『
河
北
新
報
』
記
事
で
「
学
都
」
の
呼

称
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
前
述
の
理
由
に

よ
り
『
河
北
新
報
』
記
事
で
は
大
正
初
期
に
つ
い
て
確
認
で
き
な
い
。

　

 

　

菊
池
慶
子
氏
は
、『
河
北
新
報
』（
明
治
四
〇
年
一
二
月
二
〇
日
）
掲
載
記

事
「
学
都
と
学
会
」
に
、
教
員
養
成
所
が
算
学
者
関
孝
和
の
二
百
祭
を
開
催

す
る
こ
と
に
つ
い
て
「
学
都
た
る
市
民
の
為
す
べ
き
務
」
の
記
述
が
あ
り
、

『
尚
志
会
雑
誌
』
の
初
見
以
降
で
「
学
都
」
の
呼
称
を
確
認
で
き
る
資
料
で

あ
る
と
報
告
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
記
事
は
仙
台
を
「
此
の
教
育
地
」

と
も
記
し
、「
学
都
」
の
意
味
づ
け
は
な
い

（
注
⒕
）。

　

 

　

そ
の
後
、
一
九
一
一
年
（
明
治
四
四
）
一
〇
月
の
『
河
北
新
報
』
に
連
載

さ
れ
た
「
河
北
文
壇
　

学
都
仙
台
」
が
、「
学
都
仙
台
」
を
「
学
問
の
都
市
」

「
学
校
に
よ
り
て
作
ら
れ
た
る
仙
台
」
と
記
述
し
て
い
る

（
注
⒖
）。「

学
都
」
の
意

味
づ
け
を
記
し
て
い
る
が
、
明
治
三
〇
年
代
初
め
か
ら
の
「
学
生
の
町
仙
台
」

論
や
、
同
紙
の
一
九
〇
六
年
（
明
治
三
九
）
一
一
月
二
一
日
付
記
事
「
仙
台

学
生
に
告
ぐ
」
で
仙
台
を
「
最
高
学
府
の
地
」
「
全
国
有
数
の
教
育
地
」
と

捉
え
て
い
る
視
点
か
ら
の
大
き
な
変
化
は
み
ら
れ
な
い
と
考
え
る
。

④ 

メ
デ
ィ
ア
の
地
元
紙
『
河
北
新
報
』
が
報
じ
る
「
教
育
地
」
や
「
学
都
」
を

冠
す
る
仙
台
の
記
事
は
、
地
域
住
民
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
間
違

い
な
い
。
し
か
し
、『
河
北
新
報
』
が
発
信
し
た
「
学
都
」
の
呼
称
は
、
表
１
・

２
が
示
す
よ
う
に
、
教
育
関
係
者
を
含
め
た
人
々
に
、
間
を
置
か
ず
に
普
及

し
た
痕
跡
は
な
く
、
「
教
育
地
」
の
呼
称
が
、
一
九
一
四
年
（
大
正
三
）
頃

ま
で
使
用
さ
れ
続
け
て
い
る
。

⑤ 

大
正
後
期
か
ら
昭
和
初
期
に
は
、「
学
都
」
に
つ
い
て
一
定
の
共
通
認
識
が

定
着
し
、「
学
都
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
次
第
に
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
と
推
測
で

き
る
。
そ
の
一
方
で
、
「
学
府
」
や
「
教
育
地
」
の
使
用
頻
度
は
低
く
な
っ

て
い
る
。

　

 

　

一
九
一
九
年
（
大
正
八
）
の
『
河
北
新
報
』
掲
載
の
「
仙
台
市
経
営
策
に

つ
い
て
」
で
、
宮
城
県
知
事
森
正
隆
が
「
学
都
」
、
藤
崎
三
郎
（
藤
崎
三
郎

助
か
）
が
「
東
北
の
学
都
」
を
用
い
て
意
見
を
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
仙
台

を
「
学
都
」
と
紹
介
し
て
い
る
『
仙
台
松
島
塩
釜
大
観
』（
大
正
一
三
年
）

は
観
光
案
内
書
、『
仙
台
遊
覧
の
枝
折
』（
昭
和
三
年
）
は
東
北
産
業
博
覧
会

開
催
の
お
り
に
、
市
民
向
け
に
出
版
さ
れ
た
も
の
で
、
当
時
の
「
学
都
」
の

呼
称
の
広
が
り
の
実
態
を
窺
わ
せ
る
。

⑥ 

一
九
三
三
年
（
昭
和
八
）
以
降
は
、
仙
台
市
教
育
会
や
教
育
現
場
の
教
師
が

編
纂
・
発
行
し
た
「
郷
土
教
育
読
本
」
（
『
仙
台
市
民
読
本
』
『
我
が
仙
台
』

な
ど
）
を
使
用
し
た
郷
土
教
育
の
実
践
に
よ
っ
て
、
新
た
に
「
学
都
仙
台
」

の
呼
称
が
普
及
し
て
い
っ
た
様
子
が
把
握
で
き
る
。「
学
都
仙
台
」
の
呼
称

が
普
及
・
使
用
さ
れ
る
な
か
で
、「
教
育
都
市
」
の
呼
称
も
使
わ
れ
る
こ
と

に
注
目
し
た
い
。

⑦ 
明
治
末
期
か
ら
大
正
初
期
に
か
け
て
の
「
教
育
地
」
と
「
学
都
」
の
呼
称
の

使
用
で
は
、
言
説
の
差
違
の
ぶ
つ
か
り
合
い
が
展
開
し
、
そ
の
過
程
で
、
そ

れ
ぞ
れ
が
自
己
の
認
識
を
転
換
し
た
り
、
互
い
に
共
通
・
共
感
で
き
る
も
の
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を
見
出
す
努
力
を
続
け
、
都
市
仙
台
（
地
域
社
会
）
や
教
育
へ
の
関
心
が
高

ま
っ
て
い
き
、
「
学
都
」
の
概
念
（
認
識
内
容
・
定
義
づ
け
）
も
特
徴
づ
け

ら
れ
て
い
っ
た
と
考
え
る
。

　

 

　

「
学
都
」
の
呼
称
が
、
あ
る
時
点
で
確
認
で
き
た
か
ら
と
い
っ
て
、「
学
都
」

に
関
す
る
共
通
の
認
識
が
生
ま
れ
て
い
る
と
は
断
定
で
き
な
い
。「
学
都
」

は
、
初
め
か
ら
共
通
理
念
を
包
括
し
て
お
ら
ず
、「
杜
の
都
」
や
「
軍
都
」

と
は
異
な
る
特
殊
性
を
も
っ
た
概
念
と
し
て
、
時
間
を
か
け
形
成
さ
れ
て

い
っ
た
と
考
え
る
。
一
戸
富
士
雄
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
辞
典
類
が

こ
の
紛
ら
わ
し
い
意
味
づ
け
の
多
様
性
を
立
証
し
て
い
る

（
注
⒗
）。

⑧ 

大
正
期
以
降
の
「
学
都
」
の
概
念
は
、
第
二
高
等
学
校
生
徒
の
「
学
都
」
論

と
仙
台
市
長
早
川
智
寛
に
代
表
さ
れ
る
「
教
育
地
」
論
を
内
蔵
し
て
い
た
と

考
え
る
。「
学
都
」
と
「
教
育
地
」
の
呼
称
は
、
そ
れ
ぞ
れ
発
信
さ
れ
た
当

初
の
一
義
性
を
失
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

⑨ 

「
学
都
」
の
呼
称
と
併
記
さ
れ
る
か
た
ち
で
、「
東
北
の
大
都
仙
台
」
な
ど

の
呼
称
を
確
認
で
き
る
。
仙
台
の
特
性
（
個
性
）
と
し
て
「
東
北
第
一
の
都

会
（
都
市
）」
を
強
調
す
る
こ
と
に
は
、「
近
代
東
北
」
の
意
識
が
集
約
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
根
底
に
は
、
外
か
ら
の
「
東
北
に
対
す
る
後
身
地
な
る
イ
メ
ー

ジ
」
を
、
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
ず
、
現
実
を
踏
ま
え
た
東
北
の
一
地
域
・
都

市
仙
台
の
独
自
性
の
主
張
、
す
な
わ
ち
、
地
域
に
対
す
る
地
域
住
民
の
「
自

負
」
の
意
識
が
存
在
し
て
い
た
と
考
え
る
。

⑩ 

そ
の
ほ
か
、
『
高
等
学
校
受
験
秘
訣
』
（
大
正
八
年
）
が
、
当
時
、「
学
都
」

と
し
て
対
外
的
に
も
発
信
さ
れ
て
い
た
仙
台
を
、
旧
制
高
等
学
校
を
有
す
る

他
の
都
市
（
東
京
・
京
都
を
含
む
）
と
異
な
っ
た
特
性
を
持
つ
都
市
「
学
校

市
」
と
し
て
、
紹
介
し
て
い
る
こ
と
に
も
留
意
し
た
い

（
注
⒘
）。

　

な
お
、
こ
れ
ら
の
特
徴
に
関
連
し
た
課
題
に
つ
い
て
は
、
次
稿
で
取
り
組
み

た
い
。

　

㈡
、『
東
京
朝
日
新
聞
』
掲
載
記
事
に
み
る
「
学
都
」
の
呼
称

　

前
記
の
表
１
・
２
・
３
に
掲
載
し
た
資
料
の
ほ
か
に
、
「
学
都
」
の
呼
称
で

仙
台
に
つ
い
て
論
述
し
た
一
九
〇
九
年
（
明
治
四
二
）
の
『
東
京
朝
日
新
聞
』

記
事
が
存
在
す
る
。
地
域
住
民
や
地
元
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
以
外
の
人
物
の
「
仙

台
」
観
や
「
学
都
」
観
が
窺
わ
れ
、
興
味
深
い
（
ゴ
シ
ッ
ク
体
・
傍
線
は
筆
者
）。

　

◆
「 

東
北
の
東
半
面
（
八
）
無
冠
人
　

仙
台
の
将
来
」（『
東
京
朝
日
新
聞
』

明
治
四
二
年
八
月
一
四
日
）

　
　

 

つ
く
づ
く
と
仙
台
の
将
来
を
思
ふ
、
教
育
の
盛
ん
な
る
土
地
な
れ
ば
教
育

地
と
す
る
こ
そ
然
る
べ
き
か
、（
中
略
）
何
れ
の
市
に
も
あ
る
師
範
、
中

学
高
等
お
よ
び
之
と
同
一
程
度
位
の
も
の
は
除
い
て
此
地
の
特
殊
学
校
を

数
ふ
れ
ば
、
い
の
一
番
が
東
北
大
学
理
科
大
学
次
が
第
二
高
等
学
校
又
其

次
が
医
学
専
門
学
校
、
外
に
は
高
等
工
業
学
校
も
あ
れ
ば
地
方
幼
年
学
校

も
あ
り
、
基
督
教
主
義
の
東
北
学
院
も
立
派
な
も
の
、
仙
台
に
福
島
の
商

業
な
く
若
松
の
工
業
な
く
と
も
そ
れ
以
上
の
繁
華
に
て
東
北
一
の
都
市
た

る
を
得
る
次
第
は
、
人
を
要
す
る
一
万
の
師
団
と
控
訴
院
其
他
の
高
等
官

衙
と
以
上
列
記
の
学
校
と
が
あ
る
為
、
軍
人
官
吏
、
教
員
及
び
生
徒
の
多

人
数
が
仙
台
に
居
住
す
る
の
関
係
よ
り
来
る
、
若
し
師
団
と
官
衙
と
学
校

と
を
仙
台
よ
り
引
き
去
ら
ば
今
日
の
繁
華
は
半
以
上
を
減
じ
て
左
迄
の
都

市
に
も
あ
ら
ぬ
事
と
な
る
べ
し
、
左
れ
ば
仙
台
の
繁
華
は
仙
台
自
ら
が
富
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「
学
都
仙
台
」
　
　

そ
の
〝
学
都
〟
観
を
さ
ぐ
る
　
　

（
そ
の
一
）

の
力
を
有
す
る
為
に
は
あ
ら
で
、
軍
隊
、
官
衙
及
び
学
校
あ
る
が
為
な
り
、

即
ち
自
働
的
繁
華
に
は
あ
ら
で
他
動
的
繁
華
た
る
な
り
、（
中
略
）
其
発

達
は
前
編
に
述
べ
た
る
如
く
城
郭
的
防
衛
に
起
因
す
る
も
の
な
れ
ば
、
今

日
の
世
と
な
り
て
は
都
市
と
し
て
の
価
値
余
り
大
な
ら
ぬ
な
り
、
即
ち
仙

台
は
今
正
に
都
市
の
基
礎
を
何
と
か
変
更
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
運
命
中
に
あ
る

も
の
に
て
、
こ
こ
一
つ
仙
台
人
の
考
究
を
要
せ
ね
ば
な
る
ま
じ
、
然
る
に

仙
台
は
教
育
地
と
し
て
比
類
稀
な
り
と
称
せ
ら
れ
居
る
事
な
れ
ば
、
そ
を

幸
ひ
と
従
来
の
城
郭
的
都
市
よ
り
脱
し
て
其
基
礎
を
学
術
上
に
置
く
の
学

都
と
す
る
こ
そ
然
る
べ
き
思
ふ
な
り
、
学
都
と
云
ふ
事
は
日
本
に
は
例
な

き
様
な
れ
ど
欧
米
に
は
よ
く
之
れ
あ
り
、
英
国
の
ケ
ン
ブ
リ
ッ
チ
や
オ
ッ

ク
ス
フ
オ
ー
ル
ド
な
ど
そ
れ
な
り
、
仙
台
は
現
時
で
さ
へ
東
北
の
学
都
た

る
観
あ
れ
ば
今
一
層
規
模
を
大
に
し
位
置
を
高
め
て
日
本
の
学
都
と
す
る

誠
に
よ
ろ
し
か
ら
ず
や
、（
中
略
）
仙
台
を
学
都
と
す
る
の
資
格
は
十
分

な
る
べ
し
、
帝
都
の
東
京
に
近
い
事
が
其
一
な
り
、
気
候
が
健
康
に
適
し

悪
疫
の
流
行
他
の
地
方
よ
り
少
な
き
が
其
二
な
り
、
山
も
海
も
近
く
食
料

其
他
の
生
活
材
料
に
豊
富
な
る
が
其
三
な
り
、
生
活
の
低
廉
な
る
楽
天
地

た
る
が
其
四
な
り
、
学
校
多
き
ゆ
ゑ
学
校
と
学
校
と
の
間
に
連
絡
が
付
き

て
統
一
の
容
易
な
る
が
其
五
な
り
、
若
し
学
都
に
て
は
面
白
か
ら
ず
と
あ

れ
ば
産
業
地
と
す
る
が
よ
ろ
し
か
る
べ
く
（
後
略
）

　

記
事
内
容
の
要
点
は
、
①
仙
台
は
「
教
育
地
と
し
て
比
類
稀
な
り
と
称
せ
ら

れ
て
い
る
」
こ
と
、
②
「
学
都
と
云
ふ
事
は
日
本
に
例
な
き
様
」
で
は
あ
る
が
、

③
仙
台
は
「
現
時
で
さ
へ
東
北
の
学
都
た
る
観
あ
れ
ば
、
今
一
層
規
模
を
大
に

し
位
置
を
高
め
て
日
本
の
学
都
と
す
る
誠
に
宜
し
か
ら
ず
や
、
仙
台
を
学
都
と

す
る
の
資
格
は
十
分
な
る
べ
し
」
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
厳
密
に
い
え
ば
「
学

都
」
は
い
ま
だ
日
本
に
は
存
在
し
な
い
こ
と
、
し
か
し
、
仙
台
は
現
時
点
で
も

「
東
北
の
学
都
」
の
観
が
あ
り
、「
日
本
の
学
都
」
を
目
指
す
べ
き
で
あ
る
と

の
提
言
で
あ
る
。

　

仙
台
の
「
学
都
」
の
呼
称
は
、
当
時
、
他
の
都
市
で
は
類
似
例
の
な
い
、
都

市
仙
台
の
独
自
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
証
左
す
る
資

料
で
あ
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
無
冠
人
が
、
地
元
紙
『
河
北

新
報
』
の
「
学
都
」
に
関
す
る
報
道
記
事
に
基
づ
い
て
論
述
し
て
い
る
こ
と
は

推
測
で
き
る
。

三
、
仙
台
以
外
の
都
市
に
関
す
る
「
学
都
」
の
呼
称
事
例

　

高
木
博
志
氏
は
、
京
都
を
「
学
都
」
と
基
本
的
に
捉
え
ら
れ
て
い
る

（
注
⒙
）。

し
か

し
、「
京
都
を
学
都
と
呼
称
し
て
い
た
」（
い
つ
ご
ろ
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
場
で
、

ど
の
よ
う
な
人
た
ち
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
形
で
）
こ
と
を
明
示
す
る
具
体

的
な
資
料
に
基
づ
く
論
述
は
、
管
見
す
る
と
こ
ろ
で
は
確
認
で
き
な
い
。
高
木

氏
は
、
地
方
都
市
の
呼
称
で
あ
る
「
学
都
」
と
同
義
語
と
し
て
「
学
都
京
都
」

を
使
わ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

現
在
、
筆
者
が
具
体
的
な
資
料
と
し
て
把
握
し
て
い
る
の
は
、
以
下
に
あ
げ

る
大
正
期
以
降
の
地
方
都
市
を
含
め
た
事
例
の
み
で
あ
る
。（
ゴ
シ
ッ
ク
体
・

傍
線
は
筆
者
）
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東
北
文
化
研
究
所
紀
要
　

第
四
十
九
号
　

二
〇
一
七
年
十
二
月

　

㈠
、
大
正
期
の
『
東
京
朝
日
新
聞
』
報
道
記
事
に
見
る
「
学
都
」
の
呼
称

　

◆
「
北
海
道
記
（
十
）
無
冠
人
　

農
科
大
学
」（
大
正
二
年
一
〇
月
二
二
日
）

　
　

 

　

札
幌
は
北
海
道
政
治
の
中
心
な
れ
ば
政
治
都
市
た
る
は
云
ふ
に
や
及

ぶ
。
左
れ
ど
も
□
に
政
治
都
市
た
る
の
み
な
ら
ず
又
学
都
と
も
称
し
得
る

べ
し
。
（
中
略
）
北
海
道
は
新
開
地
と
し
て
拘
束
な
く
腐
敗
な
く
、
生
々

と
し
て
人
な
ら
ば
青
年
時
代
、
木
な
ら
ば
豊
か
な
る
日
光
に
浴
す
る
喬
木

に
て
新
鋭
は
其
特
色
な
り
、
自
由
は
其
特
色
な
り
。
世
俗
に
拘
ら
ぬ
身
を

斯
る
外
界
の
誘
惑
な
き
天
地
に
置
き
て
孜
々
蛍
雪
の
業
に
励
む
は
正
に
其

所
を
得
た
ら
ざ
る
や
。
左
ら
ば
札
幌
を
学
都
と
称
す
る
の
結
論
は
自
然
に

来
る
べ
き
順
序
な
る
べ
し
。（
後
略
）

　

◆
「 

理
想
的
の
大
学
都
市
を
作
る
べ
く
帝
大
生
運
動
」（
大
正
一
二
年
一
〇

月
一
日
）
　
　

　
　

 

　

焼
出
さ
れ
た
東
京
帝
大
の
在
京
学
生
約
二
百
名
は
一
日
午
後
六
時
を
期

し
て
焼
跡
の
構
内
第
二
学
生
控
室
に
学
生
大
会
を
開
く
こ
と
に
な
っ
た
。

（
中
略
）『
学
術
の
研
究
と
精
神
陶
冶
に
復
興
出
来
る
新
天
地
を
欲
す
』

と
い
ふ
に
あ
る
。（
中
略
）
本
郷
の
地
帯
は
全
く
雑
鬧
の
巷
と
化
し
思
索

と
研
究
の
場
所
と
し
て
不
適
当
で
あ
る
許
か
り
で
な
く
身
心
鍛
錬
の
運
動

場
も
な
い
か
ら
『
帝
都
復
興
の
力
が
燃
え
て
い
る
こ
の
際
、
大
学
も
熱
鬧

を
避
け
る
校
外
に
土
地
を
選
ん
で
学
生
の
生
活
を
安
定
す
る
大
寄
宿
舎
を

も
建
設
し
』
然
う
し
て
理
想
の
大
学
都
市
を
作
り
た
い
と
い
ふ
の
で
あ

る
。（
後
略
）

　

◆
「
鉄
葶
　

帝
大
移
転
」（
大
正
一
二
年
一
〇
月
一
一
日
）

　
　

 

　

学
都
建
設
の
為
め
の
帝
大
移
転
の
運
動
は
、
学
術
の
蘊
奥
を
究
め
、
人

格
陶
冶
を
主
目
的
と
す
と
い
ふ
帝
国
大
学
に
ふ
さ
わ
し
い
運
動
だ
と
云
へ

る
。（
後
略
）

　

◆
「
学
都
の
夢
　

一
高
等
学
校
生
寄
」（
大
正
一
二
年
一
〇
月
一
一
日
）

　
　

 

　

此
の
際
、
学
都
だ
け
は
是
非
移
転
さ
せ
た
い
も
の
と
思
ふ
。
学
問
の
中

心
が
、
俗
団
紛
々
た
る
都
会
の
ま
ツ
た
だ
中
に
在
る
如
き
は
ど
う
見
て
も

感
心
せ
ぬ
。（
中
略
）
日
本
に
は
今
迄
本
当
の
学
都
学
校
あ
っ
て
の
町
は

一
つ
も
な
い
。
一
ツ
位
は
あ
っ
て
も
良
か
ら
う
じ
や
な
い
か
。
い
や
、
之

は
夢
だ
、
今
の
当
局
に
は
と
て
も
出
来
は
す
ま
い
。
や
は
り
我
々
は
あ
の

塵
の
中
の
大
学
に
学
ぶ
べ
き
な
の
か
。

　

 

　

一
九
一
三
年
（
大
正
二
）
の
「
北
海
道
記
」
の
記
者
は
、
一
九
〇
九
年
（
明

治
四
二
）
に
「
仙
台
の
将
来
」
と
題
し
て
「
仙
台
は
東
北
の
学
都
の
観
あ
り
」

と
論
述
し
た
無
冠
人
で
あ
る
。「
札
幌
学
都
」
に
関
す
る
記
事
と
、
一
九
二

三
年
（
大
正
一
二
）
の
東
京
帝
国
大
学
生
と
高
等
学
校
生
の
「
帝
都
移
転
」

論
に
共
通
す
る
の
は
、「
学
都
」
の
条
件
と
し
て
「
新
開
地
と
し
て
拘
束
な

く
腐
敗
な
く
」「
外
界
の
誘
惑
な
き
天
地
」「
学
術
の
研
究
と
精
神
陶
冶
が
可

能
な
天
地
」
で
あ
る
こ
と
を
あ
げ
、「
学
問
の
中
心
が
、
俗
団
紛
々
た
る
都

会
の
マ
ツ
た
だ
中
に
あ
る
べ
き
で
な
い
」
と
主
張
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
東
京
帝
大
生
の
主
張
は
、「
学
都
」
を
「
大
学
都
市
」
と
し
て
捉
え
、

「
東
京
が
学
都
で
あ
る
」
こ
と
を
前
提
と
し
た
も
の
で
は
な
い
。
大
震
災
を

機
に
「
学
都
と
は
い
え
な
い
東
京
」
に
存
在
す
る
帝
国
大
学
を
移
転
し
て
、

新
「
大
学
都
市
」
す
な
わ
ち
「
学
都
」
を
建
設
す
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
で
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「
学
都
仙
台
」
　
　

そ
の
〝
学
都
〟
観
を
さ
ぐ
る
　
　

（
そ
の
一
）

あ
る
。
高
等
学
校
生
の
寄
稿
文
は
、「
日
本
に
は
本
当
の
学
都
（
学
校
あ
っ

て
の
町
）」
は
存
在
し
な
い
と
断
言
し
て
い
る
。

　

㈡
、
現
在
、「
学
都
」
都
市
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
地
方
都
市
の
呼
称

　

 

　

仙
台
以
外
の
地
方
都
市
で
「
学
都
」
の
呼
称
を
確
認
で
き
る
資
料
は
少
な

い
。『
日
本
地
理
体
系

（
注
⒚
）』（

一
九
三
〇
・
三
一
年
　

昭
和
五
・
六
年
　

改
造
社
）

に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。（
ゴ
シ
ッ
ク
体
は
筆
者
）

　
　

仙
台

－  

「
仙
台
は
東
北
の
学
都
、
大
学
以
下
高
工
、
二
高
そ
の
他
各
種
学

校
が
多
く
」
「
二
高
は
学
都
仙
台
の
草
分
け
」（「
森
の
都
」
の
記

載
も
あ
る
）

　
　

広
島

－   

「
文
理
大
学
、
高
師
、
高
工
高
校
な
ど
の
所
在
地
と
し
て
学
都
た

る
特
色
を
も
有
し
て
い
る
」
（
「
水
の
都
」
「
橋
の
都
」
の
記
載
も

あ
る
」）

　
　

金
沢

－  

「
官
衙
、
軍
隊
、
学
校
の
町
」（「
北
陸
地
方
第
一
の
都
会
」
の
記

載
も
あ
る
）

　
　

福
岡

－   

「
箱
崎
町
は
大
学
街
と
し
て
の
特
色
が
著
し
く
な
り
つ
つ
あ
る
。

九
州
帝
国
大
学
と
称
す
る
総
合
大
学
が
成
立
し
京
都
以
西
に
於
け

る
学
府
と
な
っ
た
」

　
　

岡
山

－  

「
医
科
大
学
第
六
高
等
学
校
の
創
立
は
学
問
の
府
と
し
て
の
発
展

を
物
語
る
」

　

こ
の
資
料
か
ら
「
学
都
」
の
呼
称
を
確
認
で
き
る
の
は
、
仙
台
と
広
島
の
み

で
あ
る
。

　

筆
者
が
各
地
方
都
市
の
先
行
研
究
を
十
分
に
掌
握
し
て
い
な
い
の
で
、
昭
和

前
期
の
実
態
で
あ
る
と
断
定
は
で
き
な
い
。
た
と
え
ば
、
金
沢
で
は
、『
北
国

毎
日
新
聞
』（
昭
和
二
〇
年
八
月
九
日
）
が
「
変
貌
の
金
沢
　

学
都
の
誇
り
両

校
も
疎
開
」
の
見
出
し
で
、「
敵
米
の
残
虐
な
盲
爆
に
自
己
防
衛
を
講
ず
る
た

め
、
学
都
の
誇
り
と
も
い
ふ
べ
き
金
沢
医
科
大
学
な
ら
び
に
第
四
高
等
学
校
が

自
発
的
建
物
疎
開
を
断
行
し
、
校
舎
の
五
割
な
い
し
七
割
を
破
壊
」
と
の
記
事

を
掲
載
し
て
い
る
。
昭
和
前
期
の
金
沢
で
「
学
都
」
の
呼
称
が
使
用
さ
れ
て
い

た
こ
と
を
確
認
で
き
る
資
料
で
あ
る

（
注
⒛
）。 

（
続
く
）

注（
注
⒈
）
小
林
丈
広
・
高
木
博
志
・
三
枝
暁
子
『
京
都
の
歴
史
を
歩
く
』。
田
中
智
子
氏
も
、

「
学
都
」
の
呼
称
を
「
都
市
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
と
し
て
検
討
す
べ
き
で

あ
る
と
提
起
さ
れ
、「
都
市
の
ナ
ル
シ
シ
ズ
ム
」
と
捉
え
て
い
る
。（
高
木
博
志

編
『
近
代
日
本
の
歴
史
都
市
　

古
都
と
城
下
町
』
所
収
「
高
等
中
学
校
制
度
と

地
方
都
市
」
　

二
〇
一
三
）

（
注
⒉
）『
ま
ち
と
学
が
連
携
す
る
新
し
い
学
都
仙
台
を
め
ざ
し
て
　

新
学
都
像
と
そ
の
実

現
方
策
に
関
す
る
研
究
』（
仙
台
都
市
総
合
研
究
機
構
　

二
〇
〇
四
）

（
注
⒊
）「「
学
都
」
金
沢
形
成
の
端
緒
　

第
四
高
等
中
学
校
の
誘
致
獲
得
を
中
心
に
」（『
近

代
日
本
の
地
方
都
市
　

金
沢
・
城
下
町
か
ら
近
代
都
市
へ
』
　

二
〇
〇
六
）、
辻

村
明
善
氏
も
「
旧
制
高
校
の
所
在
地
は
「
学
都
」
と
し
て
、
日
本
の
地
方
都
市

の
形
成
に
大
き
く
貢
献
し
て
き
た
」
と
述
べ
て
い
る
（『
地
方
都
市
の
風
格
　

歴

史
社
会
学
の
試
み
』
　

二
〇
〇
一
）。

（
注
⒋
）『
仙
臺
郷
土
研
究
　

第
十
八
巻
第
一
号
』（
仙
台
郷
土
研
究
会
　

一
九
五
八
）

（
注
⒌
）
和 

泉
　

浩 

「
「
杜
の
都
」
と
し
て
の
仙
台
の
歴
史
形
成
」
（
『
東
北
都
市
学
会
研

究
年
報
　

四
号
』
二
〇
〇
二
）、「
仙
台
の
歴
史
的
環
境
と
し
て
の
「
杜
の
都
」」

（『
仙
台
都
市
研
究
　

二
号
』
　

二
〇
〇
三
）

　
　
　
　

武 
田
篤
志 

「「
杜
の
都
・
仙
台
」
の
成
立
場
と
そ
の
変
容
　

場
所
イ
メ
ー
ジ
か
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東
北
文
化
研
究
所
紀
要
　

第
四
十
九
号
　

二
〇
一
七
年
十
二
月

ら
の
考
察
」（『
東
北
都
市
学
会
研
究
年
報
　

四
号
』
　

二
〇
〇
二
）、「
三
つ

の
「
森
の
都
」
と
観
光
の
ま
な
ざ
し
　

仙
台
・
金
沢
・
熊
本
」
（
『
東
北
文
化

研
究
室
紀
要
　

四
五
集
』
東
北
大
学
文
学
研
究
科
東
北
文
化
研
究
室
　

二
〇

〇
四
）、「「
杜
の
都
・
仙
台
」
の
場
所
イ
メ
ー
ジ
変
容
と
流
行
歌
　

「
ミ
ス
仙

臺
」
か
ら
「
青
葉
城
恋
唄
」
へ
　

」
（
『
仙
台
都
市
研
究
　

三
号
』
東
北
都
市

学
会
　

二
〇
〇
四
）

　
　
　
　

菊 

池
慶
子 
「
「
杜
の
都
・
仙
台
」
の
誕
生
（
『
聖
和
学
園
短
期
大
学
紀
要
41
』
　

二
〇
〇
六
）、『「
杜
の
都
・
仙
台
」
の
原
風
景
　

樹
木
を
育
て
た
城
下
町
』（
仙

台
江
戸
学
叢
書
）（
大
崎
八
幡
宮
　

二
〇
〇
八
）

（
注
⒍
）
一 

戸
富
士
雄 

「
戦
争
と
宮
城
　

地
域
社
会
と
軍
隊
」（『
足
元
か
ら
み
る
民
俗
⒓
　

調
査
報
告
集
第
㉒
集
』
仙
台
市
歴
史
民
俗
資
料
館
　

二
〇
〇
四
）

　
　
　
　

佐 

藤
雅
也 

「
地
方
都
市
の
近
代
　

軍
都
・
学
都
と
仙
台
」（
新
谷
尚
紀
・
岩
本

通
弥
編
『
都
市
と
暮
ら
し
の
民
俗
①
都
市
と
ふ
る
さ
と
』
　

二
〇
〇
六
）

　
　
　
　

中 

武
敏
彦 

「「
軍
都
仙
台
」
の
呼
び
名
は
い
つ
ご
ろ
生
ま
れ
た
の
か
」（『
市
史

せ
ん
だ
い
　

第
二
五
号
』
仙
台
市
博
物
館
　

二
〇
一
五
）

（
注
⒎
）『
市
史
せ
ん
だ
い
　

第
三
号
』（
仙
台
市
博
物
館
　

一
九
九
三
）

（
注
⒏
）
大
村
栄
氏
は
、
座
談
会
前
に
「
教
育
地
と
し
て
の
仙
台
」
と
題
し
て
、『
教
育
宮

城
　

三
〇
五
号
』（
宮
城
県
教
育
委
員
会
　

一
九
八
一
）
で
早
川
智
寛
を
紹
介
し

て
い
る
。

（
注
⒐
）
難 

波
信
雄 

「
学
び
の
周
縁
か
ら
み
た
仙
台
」（「
講
座
仙
台
学
２
０
０
５
　

学
都
。

そ
の
過
去
・
現
在
・
未
来
」
報
告
　

二
〇
〇
五
）

　
　
　
　

菊 

池
慶
子 

「「
学
都
」
と
し
て
の
仙
台
」
（
「
講
座
仙
台
学
２
０
０
５
　

学
都
。

そ
の
過
去
・
現
在
・
未
来
」
報
告
　

二
〇
〇
五
）

（
注
⒑
）
一 

戸
富
士
雄 

「
学
都
仙
台
の
歴
史
と
そ
の
実
像
　

戦
前
期
を
中
心
に
」（
二
〇

一
五
）

　
　
　
　

菊 

池
慶
子 

「「
杜
の
都
仙
台
」
の
歴
史
と
現
在
」（
二
〇
一
五
）

（
注
⒒
）『
学
都
・
仙
台
　

明
治
の
学
生
群
像
　

東
北
大
学
が
な
か
っ
た
頃
』（
東
北
大
学

学
術
資
源
研
究
公
開
セ
ン
タ
ー
資
料
館
・
第
二
高
等
学
校
尚
志
同
窓
会
　

二
〇

〇
六
）

（
注
⒓
）
前
掲
、
菊
池
慶
子 

「「
杜
の
都
仙
台
」
の
歴
史
と
現
在
」

（
注
⒔
）
前
掲
、
中
武
敏
彦 

「「
軍
都
仙
台
」
の
呼
び
名
は
い
つ
ご
ろ
生
ま
れ
た
の
か
」

　
　
　
　

前
掲
、
和
泉
　

浩 

「
仙
台
の
歴
史
的
環
境
と
し
て
の
「
杜
の
都
」」

（
注
⒕
）
前
掲
、
菊
池
慶
子 

「「
学
都
」
と
し
て
の
仙
台
」

（
注
⒖
）
前
掲
、
中
武
敏
彦 

「「
軍
都
仙
台
」
の
呼
び
名
は
い
ち
ご
ろ
生
ま
れ
た
の
か
」

（
注
⒗
）
前
掲
、
一
戸
富
士
雄 

「
学
都
仙
の
歴
史
と
そ
の
実
像
」

（
注
⒘
）
斎
藤
広
道
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。

（
注
⒙
）
前
掲
、『
京
都
の
歴
史
を
歩
く
』

（
注
⒚
）
こ
の
資
料
は
、
前
掲
、
武
田
篤
志
「「
杜
の
都
・
仙
台
」
の
場
所
イ
メ
ー
ジ
の
変

容
と
流
行
歌
」
に
よ
っ
て
知
っ
た
。

（
注
⒛
）
石
川
県
立
図
書
館
の
ご
教
示
に
よ
る
。
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